“The Story of Peach Boy” を用いた授業例
１　ねらい　　

前後の脈絡を考えて英文を並べ替え，物語を再構成することにより，Readingの力を高める。

２　所要時間　　５０分

３　形態　　ペアまたは４人グループ

４　準備

①　プリントアウトした物語の全文（脚注付き）を印刷したもの（生徒数分）
②　プリントアウトした物語の英文を，１～３行ずつのまとまりで切り離して，短冊状にしたもの（ペアまたはグループ数分）

※　４１枚作成できるが，生徒の実態に応じて，もっと大きなまとまりで切ってもよい。
③　短冊状の英文を順不同にして入れておく古封筒（ペアまたはグループ数分）
④　台紙２～３枚（短冊状の英文を全部貼り付けられるスペースを確保）
（ペアまたはグループ数分）
　⑤　のり
５　活動内容
　①　物語のタイトルを告げずに（日本の昔の物語であることのみ伝え），短冊状の英文を配付する。

　
②　ペアまたは４人グループで相談して，短冊状の英文を並べ替え，物語を再構成する。（２０分）　※物語のタイトルを確認する。
　
③　短冊状の英文の左端にのりを付け，台紙に貼る。（５分）
　
④　ホームページの「ＡＬＴによるReading」をクリックする。（教師が物語を読み上げてもよい）

⑤　英文を聞きながら答え合わせをする。（１０分）
　　　※　間違ったところがあった場合は，なぜ違っているのかを話し合う。（Readingの力を高めるために，この話し合いは大切）
⑥　プリントアウトした物語の全文（脚注付き）を配付する。

⑦　脚注を参考にして全文を和訳する。（１５分）



























